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近畿中国森林管理局 柏原局長

　　　　の開会挨拶

近畿地方環境事務所 関根所長

　　　　の閉会挨拶

京都教育大学 山下教授

　 による基調講演

執筆者による手引書の解説　

佛教大学 波多野准教授
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基調講演を真剣に聞き入る参加者の皆さん

箕面森林ふれあい推進センターでは、未来の子ども

たちに、より良い環境を残していくＳＤＧｓの取組の一環

として６月２５日（土）、環境省近畿地方環境事務所の協

力の下により、「森林環境教育手引書活用フォーラム」

（森ノ宮合同庁舎）を開催し、全国30都道府県からオン

ライン参加を含め約160名が参加しました。

このフォーラムは、昨年度改訂した「森林環境教育手

引書」を、多くの方々に「見てもらいたい、使ってもらい

たい」という思いを込めて開催したもので、改訂にあたっ

て検討・執筆いただいた委員の方々による講演及び手

引書の解説を行いました。

限られた時間での開催でしたが、参加者の森林環境

教育、森林への熱い思いを感じることができるひととき

でした。

私たちは、これからも未来の子どもたちに森林を身近

に感じてもらえるような取組を積極的に進めて参ります。
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ふうちゃん

カエデ クヌギ サクラ
（楓） （檪） （桜）

らくちゃん おうちゃん デジ君

紙芝居の実演

参加者の皆様とスタッフ

カブトムシにふれる参加者

令和４年３月 31 日付（定年退職）所長：髙山　伸昌

令和４年４月　１日付（転　　入）所長：長岡　浩明　和歌山森林管理署から
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スタッフスタッフ
の異動の異動

本格化した夏の強い日差しを浴びながら、７月１８日（月）

に、エキスポ’90箕面記念の森「花の谷」（大阪府箕面市）で

『カブトムシ里親祭り』を開催しました。

この『カブトムシ里親祭り』とは、参加者が夏の間、里親とし

て地元産のカブトムシを飼育します。その後、秋に予定して

いる『カブトムシの里親祭り（放虫編）』で、生まれた幼虫を持

ち帰り、来年カブトムシが成虫になるのに向けて、「花の谷」

内に設置してある昆虫ベッドに戻す取組で、ＮＰＯクワガタ探

検隊（西義史理事長）と箕面森林ふれあい推進センターが

連携し、森林ふれあい推進事業として令和元年から毎年実

施している夏の恒例イベントです。

当日は天候にも恵まれ、４家族１８人が参加しました。

はじめに、当センターの長岡所長からの歓迎の挨拶の

後、ＮＰＯクワガタ探検隊による創作紙芝居を上演しました。

参加者は車座になって興味深く観賞していました。

その後、「花の谷」のビオトープを探検したあと、これから

ひと夏を過ごすカブトムシのペアを、西理事長から受け取り

ました。

参加者は、やっとふれることのできたカブトムシに「元気で

仲良く育ってね」「ひと夏、一緒に過ごそう

ね」と話しかけるなど、これから一緒に過

ごす新しい家族にご対面して嬉しそうで

した。

箕面森林ふれあい推進センターでは、

今後も様々な機会を通じて、たくさんの皆

さんが自然に触れ合えるような場所を提

供して参ります。


